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日
本
貿
易
振
興
機
構
の
ビ
ジ
ネ
ス
短
信

に
よ
る
と
、
２
０
２
３
年
の
ド
イ
ツ
の

電
力
消
費
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
以
下
、「
再
エ
ネ
」）
の
割
合
が
、
51
・
６
％

と
な
り
、
初
め
て
50
％
を
超
え
た
。
欧
州
で

再
エ
ネ
の
導
入
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
が
表
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）

に
よ
る
と
22
年
の
デ
ー
タ
で
は
あ
る
が
、
デ

ン
マ
ー
ク
で
は
既
に
電
力
消
費
の
81
％
が
、

風
力
発
電
、
太
陽
光
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
北
海

油
田
の
権
利
を
持
つ
国
で
あ
り
、
日
本
と
異

な
っ
て
自
前
の
化
石
資
源
も
豊
富
に
持
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
を
考
え
た
場
合
、
化
石
燃
料
に
頼
る
こ

と
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
11
年
に
「O

ur 

Future Energy

」
と
い
う
国
家
戦
略
を
超

党
派
で
議
決
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
50
年

に
再
エ
ネ
１
０
０
％
を
目
指
す
国
内
資
源
で

か
つ
永
続
性
の
あ
る
再
エ
ネ
に
大
胆
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
を
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
再
エ
ネ
で
最
も
大
き
な

シ
ェ
ア
を
占
め
る
も
の
は
風
力
発
電
で
、

54
％
と
な
っ
て
い
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
風
力

発
電
は
、
最
初
は
市
民
も
出
資
す
る
陸
上
風

力
と
し
て
発
展
し
た
が
、
北
海
・
バ
ル
ト
海

の
洋
上
風
力
を
や
が
て
開
発
す
る
よ
う
に
な

り
、
国
営
ガ
ス
・
石
油
会
社
が
、
デ
ン
マ
ー

ク
の
洋
上
風
力
発
電
の
開
発
に
乗
り
出
す
。

今
や
こ
の
会
社
、
オ
ー
ス
テ
ッ
ド
は
、
世
界

屈
指
の
大
手
風
力
開
発
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
成

長
し
て
い
る
。
ま
た
、
風
車
の
製
造
の
分
野

で
も
元
々
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
農
機
具
メ
ー

カ
ー
で
あ
っ
た
ベ
ス
タ
ス
と
い
う
会
社
が
、

世
界
屈
指
の
風
車
メ
ー
カ
ー
に
成
長
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
再
エ

ネ
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
企
業
を

２
社
世
に
送
り
出
す
こ
と
に
も
成
功
し
た
わ

け
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
、
最
初
は
日
本
と
同
じ
よ

う
に
少
数
の
大
規
模
火
力
発
電
所
か
ら
全
国

に
電
力
を
供
給
し
て
い
た
が
、
今
や
全
国
・

周
辺
海
域
に
散
ら
ば
る
膨
大
な
数
の
再
エ
ネ

発
電
か
ら
電
力
を
供
給
し
て
い
る
。
農
業
国

で
も
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

は
、
麦
わ
ら
を
燃
料
と
す
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
施
設
で
、
発
電
を
行
う
と
と
も
に
排

熱
で
地
域
熱
を
供
給
す
る
も
の
で
あ
る
。
風

力
発
電
の
電
力
は
気
象
条
件
に
よ
り
変
動
す

る
の
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
こ
の
バ
イ
オ
マ

ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
発
電
を
電
力
需

要
の
変
動
と
風
力
発
電
等
の
電
力
供
給
の
変

動
の
調
整
役
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
は
熱
供
給
用
の

大
き
な
貯
湯
タ
ン
ク
が
設
置
さ
れ
、
風
が
強

く
風
力
発
電
の
出
力
が
大
き
い
時
に
は
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ト
で
発
電
は
行

わ
ず
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
電
力
余
剰
で
暴

落
し
た
電
力
市
場
か
ら
安
い
電
気
を
購
入
し

て
、
貯
湯
タ
ン
ク
の
お
湯
を
温
め
る
。
風
が

弱
く
風
力
発
電
の
電
力
が
足
り
な
い
時
に
は
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
専
ら

発
電
を
行
い
、
熱
供
給
は
貯
湯
タ
ン
ク
に
貯

め
ら
れ
て
い
る
お
湯
で
行
う
。
こ
う
い
う
操

作
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
で
自
動
的
に
行

う
の
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
で
再
エ
ネ
導
入
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

策
定
さ
れ
た
の
も
や
は
り
11
年
で
あ
る
。
こ

の
年
は
東
日
本
大

震
災
が
起
こ
っ
た

年
で
、
欧
州
で
は

こ
の
時
に
一
斉
に

再
エ
ネ
に
舵
を

切
っ
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
の

点
か
ら
我
が
国
は

も
っ
と
切
実
な
状

況
の
は
ず
な
の
だ

が
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
占
め
る
割
合
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